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さ
て
、
先
の
北
辰
会
報
で
も

記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
平
成
十
九
年
度
入
学
生

か
ら
本
校
は
、
現
行
の
五
つ
の

学
科
か
ら
少
し
大
き
な
三
つ

の
枠
組
み
で
生
徒
を
募
集
し
、

二
年
次
か
ら
は
十
の
専
門
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
学
習
す

る
「
我
が
校
の
得
意
技
コ
ー
ス

制
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
図
に
示
す
よ

う
に
、
中
学
校
か
ら
生
徒
た

ち
は
、
機
械
（
八
十
名
）・
電

気
（
八
十
名
）・
化
学
（
四
十
名
）

教
頭

平
野　

孝
幸
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平
成
十
八
年
度
北
辰
会
総
会

は
、
五
月
二
十
八
日
（
日
）
に

小
倉
北
区
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
小
倉

九
州
厚
生
年
金
会
館
で
開
催
さ

れ
、
二
七
〇
名
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

長
野
正
景
会
長
（
昭
和

二
十
九
年
機
械
科
卒
）
よ
り
会

員
の
皆
様
に
、
北
辰
会
へ
の
協

力
と
支
援
に
対
し
て
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
事
業
報
告
、

事
業
計
画
、
決
算
報
告
、
予
算

案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
、

山
下
恭
之
選
考
委
員
長（
昭
和

二
十
九
年
機
械
科
卒
）
よ
り
全

員
留
任
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
も

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
母
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
で
、
高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱

し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

再
任
が
承
認
さ
れ
た
役
員
の
皆
様

会　

長

　

長
野　

正
景
（
昭
二
十
九
年
機
卒
）

　
　

総
括

副
会
長

　

深
堀　

武
俊
（
昭
三
十
年
電
卒
）

　
　

教
育
振
興
基
金
理
事
長

　

徳
本　

高
久
（
昭
三
十
五
年
機
卒
）

　
　

体
育
後
援
会
長

　

江
角
智
恵
子（
昭
三
十
八
年
工
化
卒
）

　
　

教
育
振
興
基
金
副
理
事
長

　

森　
　

一
政
（
昭
四
十
一
年
電
卒
）

　
　

科
学
研
究
奨
学
会
会
長

　

下
田　

豊
一
（
昭
五
十
年
機
卒
）

　
　

体
育
後
援
会
副
会
長

　

専
光
寺
広
泰（
昭
五
十
七
年
工
化
卒
）

　
　

教
育
振
興
基
金
理
事

監　

査

　

岡
田　

豊
実
（
昭
四
十
一
年
電
卒
）

　
　

教
育
振
興
基
金
監
査

　

上
田　

稔
（
昭
四
十
七
年
電
卒
）

　
　

教
育
振
興
基
金
監
督

事
務
局
長

　

坂
田　

智
之
（
昭
三
十
六
年
機
卒
）

　
　

事
務
全
般
・
財
政
・
渉
外

　

長
野
会
長
以
下
全
員
二
期
目

と
な
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

懇
親
会
で
は
、
母
校
郷
土
芸

能
部
に
よ
る
小
倉
祇
園
太
鼓

の
迎
え
太
鼓
で
会
員
が
入
場
し
、

関
東
支
部
の
野
見
山
誠
一
氏（
昭

和
三
十
六
年
電
気
科
卒
。
七
月

一
日
に
支
部
長
に
就
任
）の
乾
杯

の
発
声
に
よ
り
和
や
か
に
歓
談

が
始
ま
り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
菅
本
隆
幸
氏（
昭

和
二
十
九
年
機
械
科
卒
）
ご
夫

妻
に
よ
る
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売

り
が
行
わ
れ
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
最
高
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

本
年
度
当
番
幹
事
の
中
村
修

幹
事
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、

次
年
度
当
番
幹
事
と
な
る
昭
和

五
十
九
年
卒
の
皆
さ
ん
約
十
名

が
壇
上
に
登
り
、
心
強
い
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
近
畿
支
部
の
吉
牟
田

浩
支
部
長（
昭
和
三
十
年
電
気

科
卒
）の
萬
歳
三
唱
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
番
幹
事
の
皆
様
の
ご
奮
闘

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

八
月
二
十
六
日
（
土
）、
昨

年
に
引
き
続
き
、
体
育
部
関
係

者
を
激
励

す
る
会
が

行
わ
れ
、

母
校
体
育

部
関
係
者

を
始
め
部

活
動
Ｏ
Ｂ

諸
氏
、
Ｐ

最
終
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
本
校
で
す
が
、
伝
統
は

守
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、

継
承
し
な
が
ら
も
新
た
に
築

き
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
考

え
ま
す
。
得
意
技
コ
ー
ス
制
の

ス
タ
ー
ト
を
機
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
伝
統
を
築
い
て
い
く

よ
う
職
員
、
生
徒
と
も
ど
も
一

丸
と
な
っ
て
全
力
で
邁
進
す

る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
の
皆
様
や

北
辰
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
辰
会
の

皆
様
に
は
、
ま

す
ま
す
御
活

躍
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、

北
辰
会
の
皆

様
に
は
物
心

両
面
に
わ
た

り
、
在
校
生
に

対
し
て
ご
支

援
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝

致
し
ま
す
。
お

陰
様
で
、
生
徒

た
ち
は
明
る

く
充
実
し
た

環
境
の
基
で
、

学
業
面
は
も

と
よ
り
、
学
校

行
事
、
部
活

動
、
資
格
取

得
等
々
日
々

熱
心
に
取
り

組
み
、
大
き

な
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ａ
役
員
、
北
辰
会
役
員
等
約

九
十
名
が
一
堂
に
会
し
、
部
活

動
の
指
導
に
当
る
先
生
方
の

日
頃
の
ご
苦
労
を
労
い
、
更
な

る
活
躍
を
願
い
、
Ｏ
Ｂ
の
思
い

を
託
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
今
日
迄
特
に
熱
心
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
次
の
三
名

の
方
々
に
感
謝
状
と
金
一
封
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◇
篠
崎
会
会
長

岡
田
豊
実
（
昭
四
十
一
年
電
気
卒
）

永
年
に
亘
り
、
新
入
生
規
律
と

友
情
の
体
験
学
習
の
講
師
派
遣

及
び
飲
料
の
差
し
入
れ
、
運
動

部
へ
の
数
々
の
支
援
を
続
け
た

功
績
。

◇
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長

小
屋
敷
憲
治
（
昭
四
十
一
年
工
化
卒
）

現
役
吹
奏
楽
部
と
一
体
と
な
っ

て
施
設
の
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
、

屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
、
楽
器

購
入
に
際
し
て
多
額
の
寄
付
行

為
。

◇
野
球
部
私
設
後
援
会
会
長

辻　

義
之
（
昭
三
十
四
年
機
械
卒
）

毎
日
の
練
習
に
も
ベ
ン
チ
入
り

す
る
程
の
熱
の
入
れ
よ
う
で
、

特
に
夏
期
合
宿
で
は
寄
付
を
集

め
て
自
ら
合
宿
に
参
加
し
、
焼

肉
の
差
し
入
れ
等
の
支
援
。

　

今
後
共
、
益
々
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
十
一
年
工
化
卒
）
の
ご
尽
力

に
依
り
、
母
校
に
譲
り
受
け
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

廃
棄
処
分
し
た
と
は
い
え
、

新
品
同
様
の
立
派
な
設
備
で

買
い
揃
え
れ
ば
数
千
万
円
も

か
か
り
ま
す
。
北
辰
会
、
篠
崎

会
有
志
の
手
で
校
内
に
移
設

し
、
九
月
十
九
日
に
安
全
祈
願

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
運
動

部
員
の
体
力
作
り
、
体
育
授
業

等
に
有
効
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
管
理
上
の
問
題
も
あ

り
、
卒
業
生
が
利
用
す
る
訳
に

は
い
か
な
い
状
況
で
す
が
、
在

校
生
は
大
い
に
活
用
し
、
特
に

冬
期
の
基
礎
体
力
作
り
に
励

　

九
州
厚
生

年
金
会
館
が
営

業
し
て
い
た
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ジ

ム
を
廃
止
す
る

に
当
り
、
廃
棄

処
分
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
設

備
を
、
同
会

館
営
業
副
支

配
人
で
あ
る

武
藤
亘
氏
（
昭

み
、
部
活
動
に
活
か
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

の
三
つ
の
系
か
ら
、
希
望
す
る

専
門
の
系
を
選
択
し
て
入
学

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
年

次
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
系
に
応

じ
た
基
礎
・
基
本
の
学
習
を
行

い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
年
次
か

ら
は
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
・

適
性
や
進
路
希
望
に
応
じ
て
、

各
系
の
中
に
あ
る
専
門
コ
ー

ス
（
機
械
系
四
コ
ー
ス
、
電
気

系
四
コ
ー
ス
、
化
学
系
二
コ
ー

ス
）
を
選
択
し
て
学
習
し
得
意

技
を
習
得
し
て
、
自
動
車
・
Ｉ

Ｔ
・
環
境
関
連
産
業
等
で
活
躍

で
き
る
実
践
的
技
術
者
（
エ
ン

ジ
ニ
ア
）
を
目
指
し
ま
す
。

　

現
在
、
教
育
課
程
の
確
立
並

び
に
施
設
・
設
備
の
充
実
に
向

け
て
の
県
教
育
委
員
会
と
の

平成19年度入学生から

「我が校の得意技コース制」スタート

体
育
後
援
会
報
告

アスレチックジムが
完成しました

平
成
十
八
年
度
総
会



平成 18 年 12 月 10 日 小倉工業高等学校北辰会会報 第 53 号（2）

海
軍
に
志
願
し
た
者
で
激
減
し
、

二
十
年
三
月
に
卒
業
し
た
者
は

二
十
二
名
、
そ
の
後
予
科
練
か

ら
復
員
復
校
し
た
者
三
名
が
第

三
種
と
し
て
十
二
月
に
卒
業
し
、

合
計
二
十
五
名
で
あ
る
。

　

現
在
、
準
会
員
を
含
め
十
六

名
中
八
名
の
出
席
は
盛
会
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

翌
日
、
宮
地
獄
神
社
に
昇
殿

参
拝
し
、
宗
像
大
社
、
鎮
国
寺
、

高
倉
神
社
で
長
寿
を
祈
願
、
三

年
後
の
再
会
を
約
し
て
解
散
し

た
。 

（
文
責
・
山
本
）

平
成
17
年
度
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
17
年
５
月
11
日
よ
り
平
成
18
年
５
月
15
日
ま
で
に
連
絡
の
あ
っ
た
方
々
）

昭
６
年
機 

山
口　

静
男

昭
８
年
機
専 

岩
谷　

光
男

昭
10
年
機 

田
端　

久
盛

昭
12
年
電 

高
橋　

健
二

昭
14
年
電 

嶋
田　

精
蔵

昭
16
年
電 

園
田　

良
彦

昭
16
年
機 

佐
々
木　

到

昭
16
年
電 

石
田　

清
司

昭
17
年
機
本 

藤
原　

義
隆

昭
18
年
機
１ 

立
川　

義
人

昭
18
年
電 

東　
　

正
義

昭
21
年
化
３ 

大
田　

道
郎

昭
26
年
機 

植
村　

俊
之

昭
26
年
電 

網
田　

省
吾

昭
27
年
機 

佐
々
木
實
男

昭
27
年
機 

登
本　

正
人

昭
27
年
機 

重
松　

広
次

昭
27
年
機 

家
迫　

正
隆

昭
27
年
機 

吉
国　

暖
夫

昭
27
年
電 

松
本　
　

治

昭
28
年
化 

加
来　

明
雄

昭
30
年
機 

泉　
　

満
洋

昭
30
年
機 

清
水　

秀
臣

昭
30
年
機 

吉
山　

隆
敏

昭
30
年
電 

岡
本　

敏
幸

昭
34
年
電
通 

東
田　

弘
實

昭
35
年
機 

古
賀　

健
司

昭
35
年
電 

中
村　

興
生

昭
36
年
機 

山
根　

徳
男

昭
36
年
機 

横
山　

隆
二

昭
36
年
電
通 

寿
崎　

正
憲

昭
41
年
機 

尾
座　

俊
治

昭
47
年
電
子 

川
床　

芳
尋

昭
57
年
電
子 

池
側　

康
雄

　

同
窓
会「
北
辰
会
」が
、
健
全
な
活

動
を
維
持
し
て
い
く
礎
は
年
額
二
千

円
の
北
辰
会
費
で
す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
、
今
後
と
も
会

員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
、
母
校
の
発
展
の
た
め
に
努
力
を

重
ね
、
事
務
の
効
率
化
と
経
費
節
減

に
努
め
て
行
く
所
存
で
す
。

　

し
か
し
、
最
低
限
の
運
営
経
費
を

確
保
し
て
い
か
ね
ば
、
北
辰
会
の
運
営

そ
の
も
の
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

北
辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基
本
で

あ
り
ま
す
「
年
会
費
」
の
納
入
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
母
校
生
徒
の
就
学
、
部
活

動
に
対
す
る
支
援
の
為
の
教
育
振
興

基
金
に
ご
理
解
賜
り
ご
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
、
併
せ
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

会
費
納
入
及
び

教
育
振
興
基
金

納
入
の
お
願
い

平成17年度 北辰会決算書  及び  平成18年度 予算案
費　　目 平成17年４月１日～平成18年３月31日 平成18年度

予　算　額 摘　　要予 算 額 決 算 額 対比増減 摘　　要

収　
　

入

前年度繰越金 157,561 157,561 0 177,512 
同 窓 会 費 4,000,000 3,636,000 364,000 1,818件 4,000,000 ＠2,000円×2,000名
新卒者入会金 3,480,000 3,480,000 0 232名分 3,480,000 ＠15,000円×232名
預 金 利 息 5 2 3 普通2円 3
名簿販売金 66,000 57,400 8,600 13冊 67,500 ＠4,500円×15冊
雑 収 入 296,434 401,000 △ 104,566 寄付350,000円含む 274,985
合 計 8,000,000 7,731,963 268,037 8,000,000

支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出

支部還元金 350,000 299,000 51,000 支部活動支援費 350,000 支部活動支援費
組織対策費 300,000 234,659 65,341 組織対策強化費用 250,000 組織活性化・組織強化費
大名簿編集費 1,000,000 1,000,000 0 名簿積立金 1,000,000 平成23年度改訂積立金
体育後援費 1,000,000 1,000,000 0 部活動支援費用 1,000,000 部活動支援費用
事 務 手 当 800,000 800,000 0 事務局長手当 800,000 事務局長手当
人 件 費 1,300,000 1,305,260 △5,260 パート代 1,300,000 事務局パート代
印 刷 費 200,000 57,768 142,232 印刷機リース代・インク代等 120,000 印刷機リース代・インク代等
会 報 費 1,300,000 1,500,802 △ 200,802 北辰会報春秋季号 1,400,000 北辰会報印刷発送
会 議 費 150,000 111,700 38,300 理事評議員会・支部代表者会議 150,000 理事評議員会・支部代表者会議
通 信 費 300,000 303,857 △ 3,857 電話代・領収書葉書代・案内等 350,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅費交通費 300,000 229,740 70,260 近畿・関東総会出席旅費を含む 250,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永年勤続表彰費 0 0 0 0名 90,000 学校職員10年勤続者3名
慶 事 費 200,000 150,000 50,000 各支部総会祝儀 150,000 各支部総会祝儀等
産業教育振興会費 10,000 5,000 5,000 1口 5,000 産業教育等協賛費年会費1口
事務用品代 100,000 108,314 △ 8,314 コピー保守料を含む 130,000 事務局事務用品・コピー保守費用
振替手数料 100,000 70,930 29,070 会費振替手数料 120,000 会費振込手数料等
雑 費 50,000 44,905 5,095 茶葉代等 50,000 茶葉代等
事務局運営費 300,000 260,859 39,141 水道光熱費・家賃・清掃代等 300,000 水道光熱費・事務局清掃代・家賃
予 備 費 240,000 71,657 168,343 北辰会長費・空気清浄機購入等 185,000
合 計 8,000,000 7,554,451 445,549 8,000,000

次 年 度 繰 越 金 177,512 福銀34,457円　現金143,055円

平成17年度　教育振興基金決算書
費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収　
　

入

前年度繰越金 12,465,344 12,465,344 0 前年度繰越金
同窓会募金 1,400,000 1,161,100 △238,900 17度寄附、昭和39年卒・電気・大山勝氏 外631名

寄 付 金 1,500,000 1,580,000 80,000

江角智恵子氏より
朝日新聞社支部より
山下朋洋氏より
北辰会小倉北支部より
S30年卒業生同期会より
オープンゴルフコンペ売上金
退職者　原参事兼事務長より
退職者　大林郁夫氏より

雑 収 入 256 98 △ 158 預金利息
合 計 15,365,600 15,206,542 △ 159,058

支　
　
　
　

出

特別奨学金費 0 0 0
山田奨学会費 626,400 626,400 0 ＠14,250円×6月×4名（前期）＠11,850円×6月×4名（後期）
科学研究奨学会費 500,000 500,000 0 科学研究奨学会へ
部活動奨励費 500,000 141,500 358,500 ハンドボール部ユニフォーム購入代補助

教育研究奨励費 200,000 140,000 60,000
陸上部インターハイ出場補助 100,000円
ものづくり全国大会出場補助 20,000円
陸上部国体出場補助 20,000円

国際研修費 600,000 0 600,000

管 理 費 200,000 177,670 22,330 振込用紙印刷代・寄付金受領用ハガキ代・振込手数料
事 務 費 300,000 300,000 0 同窓会負担金補助
予 備 費 12,439,200 0 12,439,200
合 計 15,365,600 1,885,570 13,480,030

収入額15,206,542円－支出額1,885,570円＝13,320,972円（次年度へ繰越）

平成17年度　北辰会定期総会決算書（昭和57年度卒当番幹事）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収　

入

総会会員券 1,635,000 ＠ 5,000 円× 327 枚
広 告 料 2,010,000 ＠ 5,000 円× 402 口
雑 収 入 532,094 祝儀190,000円　イベント収入279,150円　前年度準備金52,944円　その他10,000円
合 計 4,177,094

支　

出

総 会 費 2,509,165 総会飲食費、会場関係費、会場費、アトラクション代、写真代、総会資料及び会員券等印刷代、送料等
当番幹事会議費 294,725 当番幹事会議費及び反省会費
事務局運営費 1,373,204 事務局運営費322,880円　次年度準備金202,917円　同窓会寄付350,000円　会報送料497,407円
合 計 4,177,094

差 引 残 高 0
君
は
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
に
静

岡
県
で
開
か
れ
る
世
界
大
会
に

出
場
さ
れ
ま
す
。

〈
電
子
機
器
組
立
て
部
門
〉

▽
金
賞　

清
水　
　

輝

　
（
平
成
17
年
電
子
科
卒
）

　

日
産
自
動
車

〈
施
盤
部
門
〉

▽
金
賞　

北
篠　

孝
典

　
（
平
成
15
年
電
子
機
械
科
卒
）

　

ア
イ
シ
ン
精
機

〈
機
械
組
立
て
部
門
〉

▽
銀
賞　

土
谷　

幸
司

　
（
平
成
16
年
電
子
機
械
科
卒
）

　

豊
田
自
動
織
機

〈
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
〉

▽
銅
賞
（
チ
ー
ム
）

　
　
　
　

入
口　

慎
也

　
（
平
成
14
年
電
子
機
械
科
卒
）

　
　
　
　

笹
原
祥
二
郎

　
（
平
成
16
年
電
子
機
械
科
卒
）

　

日
産
自
動
車

〈
抜
き
型
部
門
〉

▽
敢
闘
賞　

牧
野　

泰
典

　
（
平
成
16
年
電
子
機
械
科
卒
）

ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

〈
電
子
機
器
組
立
て
部
門
〉

▽
敢
闘
賞　

木
戸　
　

智

　
（
平
成
16
年
電
子
科
卒
）

豊
田
自
動
車

　

平
成
十
八
年
十
月
二
十
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
高
松
市
で

開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年
度
第

四
十
四
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

に
お
い
て
、
本
校
卒
業
生
が
金

賞
二
名
、
銀
賞
一
名
、
銅
賞
一

チ
ー
ム（
二
名
）、
敢
闘
賞
二
名

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

な
お
清
水
輝
君
と
土
谷
幸
司

▽
九
州
大
会

【
電
子
回
路
組
立
部
門
】

一
位 

野
口
昇
平
君(

電
子
三
年
）

　
　

 

全
国
大
会
に
出
場

【
化
学
分
析
部
門
】

二
位 

岡
村
佳
澄
君（
工
化
三
年
）

四
位 

北
村
寛
司
君（
工
化
三
年
）

【
施
盤
加
工
部
門
】

五
位 

山
崎
潤
一
君(

機
三
年
）

▽
書
道

福
岡
県
高
総
祭
書
道
部
門
揮
毫
大
会

特
選
入
賞 

小
畑
哲
平
君
（
機
二
年
）

　

兼
ね
て
よ
り
念
願
で
あ
っ
た
、

サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
に
立
派
な
照
明

設
備
が
完
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

篠
崎
会
会
長
・
岡
田
豊
実

氏
（
昭
四
十
一
年
電
気
卒
）、
上

田
稔
氏
（
北
辰
会
監
査
役
・
昭

四
十
七
年
電

気
卒
）、
そ
の

他
有
志
の
ご

尽
力
に
よ
る

も
の
で
、
現

在
主
に
野

球
部
バ
ッ
テ

【
陸
上
部
】

▼
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

　

一
〇
〇
ｍ　

二
位

　

二
〇
〇
ｍ　

準
決
勝

一
組
三
位　

　

四
〇
〇
ｍ
Ｒ　

準
決
勝

一
組
八
位　

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
】

▼
県
大
会　

ベ
ス
ト
８

　

北
部
一
年
生
大
会　

優
勝

　

と
よ
の
国
大
会　

準
優
勝

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

　
西
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ　

優
勝

　

市
民
体
育
祭　

優
勝

　
福
岡
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権　

三
位

　
【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

▼
県
大
会　

ベ
ス
ト
16

（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
）

【
空
手
道
部
】

▼
新
人
県
大
会

　

団
体　

三
位

　
個
人
組
手　

一
位

【
野
球
部
】

▼
県
大
会
出
場

【
剣
道
部
】

▼
県
大
会　

ベ
ス
ト
16

位
入
賞
を
果
た
す
。
今
年
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
僅
差
で
二

位
と
な
り
、
全
国
の
注
目
を
浴

び
る
程
に
成
長
し
た
。

　

七
月
に
行
わ
れ
た
日
本
選
手

権
で
は
、
社
会
人
・
大
学
生
と
走

り
、
見
事
八
位
入
賞
を
果
た
す
。

　

九
月
に
行
わ
れ
た
国
体
で
は
、

体
調
が
万
全
で
は
な
か
っ
た
も

の
の
健
闘
し
、
六
位
に
入
賞
。

日
の
丸
を
つ
け
て
出
場
し
た
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
北
京
大
会

で
は
残
念
な
が
ら
予
選
敗
退
し

た
も
の
の
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
と
し
て
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

リ
ー
の
投
球
練
習
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
の
練
習
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

照
明
設
備
が
整
っ
た
事
に
よ

り
、
冬
期
の
練
習
量
が
大
幅
に

増
え
、
こ
こ
二
年
間
で
目
覚
ま

し
く
活
躍
し
て
来
た
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
へ
の
期
待
が
益
々
高

ま
り
ま
し
た
。

　

遠
か
ら
ず
、
九
州
大
会
、
全

国
大
会
へ
の
道
も
見
え
て
き
た

よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

小
倉
工
業
へ
入
学
し
て
陸
上

を
始
め
、
短
距
離
で
メ
キ
メ
キ

頭
角
を
現
わ
し
、
二
年
生
の
時

に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
九
州

新
人
大
会
優
勝
、
国
体
出
場
五

　

傘
寿
を
祝
う
は
た
ち
会
に
引

き
続
い
て
、
化
学
科
一
期
生
の

み
の
祝
宴
を
十
月
二
十
二
日
、

福
津
市
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
福
岡

に
て
開
催
し
た
。

　

幹
事
の
大
牟
田
在
住
の
中
原

君
に
、
卒
業
後
母
校
の
教
師
を

勤
め
た
千
葉
県
習
志
野
市
の
門

元
君
を
迎
え
、
北
九
州
市
及
び

近
郊
の
六
名
、
計
八
名
が
参
加

し
た
。

　

昭
和
十
七
年
四
月
、
新
た
に

創
設
さ
れ
た
応
用
化
学
科
に
入

学
し
た
の
は
四
十
五
名
で
あ
っ

た
。
科
長
は
校
歌
の
作
曲
者
で

あ
る
大
石
正
寿
先
生
で
あ
っ
た
。

　

二
年
生
に
な
っ
て
大
石
先
生

が
新
設
の
宮
田
工
業
学
校
の
校

長
に
転
出
さ
れ
、
高
崎
寿
雄
先

生
（
後
に
校
長
）
を
科
長
と
し

て
お
迎
え
し
た
。

　

戦
後
の
厳
し
い
環
境
の
中
、

同
級
生
は
病
気
で
休
学
す
る
者

が
続
出
し
、そ
の
後
留
年
、中
退
、

工
業
化
学
科
一
期
生

傘
寿
を
祝
う　

学
校
だ
よ
り

平成18年10月23日　宮地獄神社
工業化学科１期生会

サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
の

照
明
設
備
が
完
成

有
志
寄
贈

部

活

動

も
の
づ
く
り

陸
上
部
期
待
の
星

荒
尾 

奨
吾
君
（
機
三
年
）

技
能
五
輪
全
国
大
会
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